
金
滞
古
蹟
志
.
巻
十
ニ

ど
も
討
死
・
な
し
た
り
け
ん
。
但
し
信
長
記
・
北
陸
七
園
志
等
の
殿
史

民
共
の
名
所
見
な
し
。
治
も
ふ
に
、
山
本
若
狭
は
営
国
土
箸
の
人

な
る
べ
し
。
城
州
上
賀
茂
の
枇
磁
注
進
雑
記
に
載
せ
た
る
永
正
・
享

線
中
加
賀
園
金
津
庄
の
古
文
書
に
、
山
本
奥
五
郎
・
山
本
氏
部
丞
・
山

本
越
前
守
…
た
ど
の
名
見
ゆ
。
是
等
の
人
々
の
子
孫
友
ら
ん
か
。
宮

樫
記
・
官
地
論
K
.
長
享
二
年
石
川
郡
高
尾
誠
へ
宮
樫
政
親
の
錨
城

し
た
る
を
取
巻
き
け
る
本
願
寺
一
授
の
賊
勝
中
に
、
山
本
凶
正
入
選

と
い
ふ
人
見
ね
た
り
。
此
の
山
本
国
正
は
江
沼
郡
那
谷
の
近
邑
山
本

村
よ
り
出
で
た
る
人
た
ら
ん
か
と
い
へ
り
。
彼
の
山
本
氏
の
人
々
と

若
し
く
は
同
族
に
て
、
若
狭
守
家
饗
も
そ
の
子
孫
た
り
け
れ
ば
、
山

本
闘
正
以
来
世
々
本
願
寺
の
下
知
に
随
ひ
、
一
授
の
魁
首
と
成
り
、

組
子
を
支
配
せ
し
も
の
な
る
ぺ
し
。

ケ

池

此
の
池
は
.
石
浦
醤
枇
地
の
北
方
た
る
箆
に
て
、
本
多
氏
邸
内
の
圏

中
に
あ
り
。
昔
は
大
怠
る
池
に
て
‘
石
浦
砦
の
外
経
郭
怠
り
し
か
ど
、

年
を
逐
う
て
埋
も
れ
、
積
a
周
囲
減
少
す
と
い
へ
ど
も
、
予
v
今
倫
沼

の
如
く
成
り
て
残
れ
り
。
古
来
霞
ヶ
池
と
呼
ぺ
り
。

0 
霞

。
霞

ケ

野

審

松

此
の
松
は
、
馬
場
町
に
居
住
せ
し
本
多
民
元
家
士
河
合
氏
の
邸
地
に

あ
り
。
甚
だ
し
き
老
樹
に
て
‘
む
か
し
佐
久
間
玄
審
の
調
馬
場
た
り

し
頃
の
遺
木
た
り
。
故
に
玄
春
松
と
mmす
と
云
ひ
僻
へ
た
り
と
。
按

宇
る
に
、
此
の
地
越
は
金
津
披
地
の
近
遜
に
て
.
庚
坂
下
堂
形
前
よ

り
僅
に
隔
れ
り
。
然
れ
ば
天
正
八
・
九
年
の
頃
玄
蓉
盛
政
尾
山
に
在

減
し
て
‘
鯛
馬
場
を
ば
此
の
地
に
設
け
、
愛
に
来
り
て
馬
術
の
稽
古

を
家
人
に
た
さ
し
め
け
ん
。
そ
の
頃
馬
場
の
土
居
に
槌
ゑ
置
き
た
る

遺
木
の
僅
に
後
り
た
る
も
の
怠
る
に
や
。
但
し
明
治
慶
務
の
際
共
の

木
を
伐
採
し
て
、
今
は
と
の
事
を
云
ひ
停
ふ
る
の
み
。

。

風

昌

屋

町

・

此
の
町
は
、
大
衆
寺
坂
の
下
た
る
本
多
町
を
呼
ぺ
り
。
此
の
町
の
地

漣
‘
む
か
し
は
本
多
下
邸
の
外
に
て
、
町
屋
共
あ
り
て
?
共
の
頃
風

呂
屋
あ
り
し
ゅ
ゑ
陀
町
名
に
呼
ぴ
た
り
し
が
、
後
に
本
多
氏
の
下
邸

内
へ
取
込
み
‘
家
士
の
居
邸
と
す
る
に
及
び
て
も
‘
倫
古
名
に
強
っ

て
風
呂
屋
町
と
呼
ぺ
り
と
い
ふ
。
今
は
本
多
町
に
属
す
。
本
多
氏
の

元
自
然
士
背
山
永
保
田
く
、
大
衆
寺
坂
の
下
よ
り
、
今
い
ふ
風
呂
屋
町

の
地
港
・
大
衆
寺
屋
敷
跡
等
.
貸
暦
の
頃
ま
で
は
本
多
下
屋
敷
外
の

。
玄

金
揮
官
蹟
志
巻
十
ニ

四

此
の
地
漣
よ
り
北
の
方
.
本
多
町
地
境
・
な
る
昼
屋
橋
の
地
建
へ
か

け
‘
昔
よ
り
霞
J
町
と
呼
ぺ
り
0

・
此
の
地
漣
は
、
東
方
の
後
地
は
小
立

野
山
の
が
け
下
に
て
有
り
け
る
ゆ
ゑ
に
や
‘
毎
朝
霞
深
き
事
他
所
に

傍
せ
り
。
故
に
む
か
し
よ
り
霞
ヶ
野
と
呼
べ
り
と
云
ひ
僻
へ
た
り
。
一

訟
に
、
霞
ヶ
野
は
名
所
也
と
い
へ
れ

E
、
古
歌
に
見
b
た
る
は
、
常
陸

の
餓
山
・
霞
の
浦
、
武
臓
の
霞
の
閥
也
。

後

撰

集

織

二

願

徳

院

御

製

ほ
の
か
に
も
し
ら
せ
て
し
哉
吾
妻
怠
る

か
す
み
の
浦
の
海
士
の
も
し
ほ
火

線
千
載
集
春
上

前

大

納

言

母

ゐ
な
じ
く
は
盆
に
か
す
み
の
闘
も
が
な

雲
路
の
雁
を
し
ば
し
と
ピ
め
ん

場

。
馬

石
油
奮
枇
地
の
下
左
る
竪
町
を
ぽ
、
古
来
ば
ん
ば
町
と
呼
ぺ
り
。
沓

仰
に
云
ふ
。
昔
佐
久
間
玄
饗
尾
山
在
披
の
頃
、
此
の
地
を
鯛
馬
場
と

す
。
故
に
今
漣
も
馬
場
の
健
裁
存
す
と
一
宮
ひ
停
へ
た
り
。
依
り
て
此

の
一
町
を
ぽ
、
従
前
本
多
民
下
邸
の
頃
よ
り
、
馬
場
町
と
て
町
名
と

成
り
た
り
と
ぞ
。
今
下
本
多
町
一
番
丁
と
す
。

町

地
た
り
し
か
ど
、
寅
暦
大
火
の
後
油
寧
牛
右
衛
門
橋
口
、
今
云
ふ
茨

木
町
茨
木
氏
奮
邸
の
漣
揚
地
と
成
り
、
右
代
り
地
と
し
て
大
衆
寺
屋

敷
二
千
歩
許
を
、
下
邸
地
縫
き
の
事
ゆ
ゑ
賜
り
た
り
。
と
い
へ
り
。

平
次
按
や
る
に
‘
茨
木
町
た
る
茨
木
氏
の
宮
邸
は
、
貸
暦
十
年
六
月

本
多
下
邸
の
地
内
丸
百
徐
歩
を
賜
は
り
た
る
た
り
。
然
れ
ば
大
乗
寺

跡
の
地
を
代
地
と
し
て
本
多
家
に
賜
は
る
と
い
へ
る
も
、
同
時
の
事

た
る
べ
し
。

。
風
呂
屋
来
歴

文
安
元
年
の
下
回
取
組
棋
に
、
風
呂
湯
殿
也
。
日
本
之
俗
自
作
v
組
"
大
挟
.

叉
目
。
組
火
器
也
。
風
呂
温
室
殺
同
也

d

と
あ
り
。
和
訓
架
に
‘
浴
室

を
ふ
る
と
郁
す
る
も
風
組
よ
り
出
で
た
る
語
た
る
べ
し
。
湯
ぷ
ろ
・

殿
ぷ
る
・
虚
ぷ
る
等
あ
り
。
と
い
へ
り
。
平
案
事
'
る
に
、
緒
人
諸
ご

み
の
温
室
は
、
東
鐙
建
久
三
年
三
月
二
十
日
の
僚
に
、
於
且
山
内
-
有
a

百
筒
日
温
室
吋
往
反
鰭
人
並
土
民
等
可
v
浴
之
由
岨
被
v
立
E

札
於
路
頭
↓

是
叉
需
品
法
皇
御
遁
縞
-
也

d

と
見
b
.
ま
た
延
膝
元
年
五
月
廿
六
日
の

僚
に
、
前
武
州
需
品
繭
一
定
二
位
家
御
得
除
去
依
v
積
=
作
善
-
事
，
年
々
歳
々

未
ν
綬
。
共
中
於
昌
彼
法
華
堂
之
傍
-
被
v
建
a
温
室
吋
令
v
結
昌
呑
薪
等
雑
掌
人
吋

毎
月
六
粛
日
可
v
浴
昌
倫
徒
-
之
尚
有
昌
沙
汰
-
-
T
H

々
。
と
あ
り
。
温
室
は
則

五




